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本論文は， VLSI のレイアウトシステムの高性能化および高機能化に関して論ずるものであり，以下の 7 章から構成
されている。
第 1 章では，本研究の目的と背景， VLSI 設計の流れと各設計段階の関連，及びレイアウト設計の位置づけについて
述べ，さらに，レイアウト CAD 技術の歴史を概観している。



























(3) アナログデジタル混載 VLSI を対象として，アナログ回路とデジタル回路の領域侵害を避け配線の交文数の最
小化を図る配線算法を提案し，さらにシールド処理や会話処理と統合してクロストークによる性能劣化を回避するシ
ステムを実現している。
(4) 高速 VLSI の実現のために必要となる最大遅延制約に対処する配線システムについて，クリテイカルパス遅延
解析を用いて制約を満しつつ，配線混雑度の最小化を図る慨略配線手法を提案し，さらに差動回路用ぺア配線などの
高速バイポーラ VLSI 特有の機能も実現している。伝送路用高速 LSI に適用し，最大遅延の削減に対する有効性を確
認している。
以上のように，本論文は VLSI の自動レイアウト手法について研究を行い，混雑度最小化手法およびフロアプラン手
法に基づいて，レイアウトシステムの高機能化と高性能化を実現したものであり，今後の VLSI の自動レイアウト設計
の分野に寄与するところが大である。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
